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【資 料】 令和4年度日本小動物獣医学会 北海道地区学会長賞授賞講演

北海道獣医師会が行った飼育犬・猫のダニ媒介性脳炎の
疫学調査について

上田 広之1） 小林進太郎2） 好井健太朗3）

1）北海道獣医師会小動物臨床部会（アース動物病院）

2）北海道大学獣医公衆衛生学教室

3）長崎大学高度感染症研究センター

要 約

（公社）日本獣医師会は2016年11月に開催された「第2回世界獣医師会－世界医師会『ワンヘルス』に関する
国際会議」において採択された「福岡宣言」に掲げられたヒトと動物の共通感染症の予防，抗菌剤の責任ある
使用などに取り組んできた。2017年（一社）北海道医師会と（公社）北海道獣医師会も「ワンヘルス」の理念に基
づき、人獣共通感染症対策・抗菌剤の適正な使用に対して協定を結び、2018年には「ダニ媒介性脳炎」をテー
マに連携シンポジウムを開催した。ダニ媒介性脳炎は現在までに北海道の5名の方が発症し、脳炎で2名が亡
くなっている。ヒトへの感染は道南、道央、道北の一部地域での報告に限られているが、全道への広がりが懸
念されている。生活に密着した伴侶動物のダニ媒介性脳炎ウィルス（TBEV）感染状況を調べて、ヒトへの感
染リスクを推定することを目的に、2018～2021年にかけて延べ79動物病院に来院したマダニに刺 された犬733
頭・猫39頭の合計772頭を対象に疫学調査を行った。TBEV抗体陽性頭数は全道で8頭認められ、ほぼヒトの感
染地域と一致した。また付着したダニ1匹からTBEVが分離されたがこの刺着犬は無症状であった。

近年、西日本で話題となっている重症熱性血小板減少
症候群（SFTS）をはじめ、マダニから移る病気が注目
されている。ダニ媒介性脳炎（TBE）もマダニから移
る病気である。ウィルスに感染した野生動物（主に齧歯
類）の血を吸ったマダニが、ヒトや犬、家畜に 着しダ
ニ媒介性脳炎ウイルス（フラビウイルス：TBEV）を移
す。またヨーロッパでは感染した家畜の生乳や生チーズ
からヒトに感染した可能性が示唆されている。TBEVは
感染している犬や猫による み傷や引っ掻き傷から直接
ヒトに感染することはないと言われている（図1）。日
本で確認されたヒトの発症例は5名で全て北海道内であ
る。ヒトが感染すると潜伏期間（7～14日）を経て、頭
痛、発熱、関節痛、筋肉痛などを起こし、重症時には、
精神錯乱・昏睡・痙攣および麻痺などの脳炎症状になる。
特異的治療はなく、死亡例もあり後遺症も残る。予防に
は海外製品のワクチンが有効とされている。日本では未
認可であるが一部の医療機関で接種可能である。また犬
や家畜は感染しても症状が出ない場合が多い。
診断は限定された機関でしか行えなかったが、北海道

大学獣医学研究院公衆衛生学教室が独自に開発した検査

法によって多くの機関において診断ができるようになっ
た。ヒトへの感染は道南、道央、道北の一部地域での報
告に限られているが、全道への広がりが懸念されている。
そこで北海道獣医師会小動物獣医師会員の協力のもと、
生活に密着した伴侶動物のTBEV感染状況からヒトへ
の感染リスクを推定することを目的に疫学調査を行った
のでその概要を報告する。

図1．ダニ媒介性脳炎ウイルス（TBEV）の感染環
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図4．調査表

図2．飼い主への説明書

図5．検査依頼書

図3．Ｑ＆Ａパンフレット 図6．検査報告書
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材料および方法

2018～2021年に北海道獣医師会の会誌とホームページ
および北海道小動物獣医師会メーリングリストを通して、
各小動物開業会員へ協力を要請したところ、延べ79動物
病院に協力いただいた。準備した資料は飼主への説明書
（図2）、Q＆Aパンフレット（図3）、調査票（図4）、
検査依頼書（図5）、検査報告書（図6）である。
79動物病院に来院したマダニに刺 された犬733頭、
猫39頭の合計772頭を対象に、①振興局・市町村名、来
院した月日・刺 された環境を調査票にて集計した。②
血清中のTBEV抗体検出（ELISAでスクリーニング後
中和試験）を行なった（図7）。③2018～2020年に採取
したマダニ267匹を乳剤化し、幼弱ハムスター腎由来細
胞BHKに接種し、細胞変性効果（CPE）が確認された
BHK細胞からRNA抽出後、RT-PCRによりTBEVに特
異的ゲノムを検出し、ウィルス分離を試みた（図8）。
検査機関は北海道大学大学院獣医学研究院公衆衛生学教
室である。
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図7．TBEV抗体検出法の概要

図8．マダニからのTBEV分離法の概要

成 績

① 血清が採取された犬および猫772頭の振興局別頭
数：渡島56頭（7％）、胆振61頭（8％）、後志26頭（3％）、

石狩316頭（41％）、日高28頭（4％）、空知68頭（9％）、
上川4頭（1％）、宗谷4頭（1％）、十勝27頭（3％）、
釧路30頭（4％）、根室9頭（1％）、オホーツク143
頭（19％）であった（図9）。
② 2018～2021年の月別頭数：3月1頭（0．1％）、4月
85頭（11．2％）、5月403頭（52．9％）、6月188頭（24．7％）、
7月54頭（7．1％）、8月8頭（1．0％）、9月8頭（1．0％）、
10月9頭（1．3％）、11月4頭（0．5％）、12月1頭（0．1％）
であった（図10）。

③ 刺 された環境：河川敷57頭（7％）、市街地293頭
（38％）、山・林道147頭（19％）、公園・ドッグラン
55頭（7％）、その他27頭（4％）、不明193頭（25％）
であった（図11）。

④ TBEV抗体陽性頭数は全道で8頭（陽性率1．0％）で
あり、振興局別頭数に対する陽性割合は渡島1頭
（1．8％）、胆振1頭（1．6％）、後志2頭（7．7％）、石
狩2頭（0．6％）、空知2頭（2．9％）であった（表1）。
⑤2018～2020年に採取したマダニ267匹からウイルス分
離を試み、このうち抗体陽性は4頭だった。マダニ1
匹からTBEVが分離された。この刺着犬は無症状で
あった（図12）。

図9．血清が採取された犬・猫の振興局別頭数

図10．月別の検査頭数
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考 察

ヒトのダニ媒介性脳炎患者は渡島2名、石狩2名、上
川1名であり（図13）、今回の調査で抗体陽性が確認さ
れた伴侶動物の居住地域は渡島、胆振、後志、石狩、空
知だった（図14）。ヒトでまだ感染が確認されていない
胆振、後志、空知振興局管内で抗体陽性の伴侶動物が確
認されたことを受け、北海道医師会へ情報提供を行なっ
ていきたい。いずれも道南、道央、道北とヒトとほぼ一

致したことは興味深い。また北海道分水嶺から西側に偏
在するものか不明だが気候、気温などに関係するかもし
れない。
野生動物が多い山林でのマダニの刺 は多いと考えら
れるが、犬や猫をそもそも山林へ連れて行くことは少な
いため例数は比較的少なかった。今回の調査で最も多い
刺 環境は市街地だった。身近な環境にマダニが生息し
ていることが確認できた。ヒトへのTBEV感染は直接
マダニに刺 されるだけでなく、伴侶動物に付着したマ
ダニが屋内に持ち込まれ、ヒトに刺 し感染するリスク
が十分にある。引き続き伴侶動物へのマダニ 着予防、
飼い主への啓蒙活動を通して感染防止に務めたい。今回
のような疫学調査は、飼い主や伴侶動物そして獣医師の
協力が必要ではあるが、開業獣医師の立場だからこそ可
能な、地域に蔓延する可能性がある人獣共通感染症の流
行防止への貢献ができることが示唆された。調査期間が
小動物病院の繁忙期に重なった中、多くの小動物会員の
皆様にご協力をいただいた。紙面をお借りしてお礼を申
し上げる。

表1．振興局別TBEV抗体検査成績
振興局名 延病院数 検体数 陽性数 （陽性率％）
渡 島 3 56 1 1．8
胆 振 4 61 1 1．6
後 志 3 26 2 7．7
石 狩 45 316 2 0．6
日 高 4 28 0 0．0
空 知 3 68 2 2．9
上 川 1 4 0 0．0
宗 谷 1 4 0 0．0
十 勝 4 27 0 0．0
釧 路 3 30 0 0．0
根 室 1 9 0 0．0
オホーツク 7 143 0 0．0
合 計 79 772 8 1．0

図13．ヒトのダニ媒介性脳炎患者発生概要

図11．刺 された環境

図14．伴侶動物TBEV抗体陽性例とヒトの発症地域

図12．ウイルス分離を行い抗体陽性だった4頭の詳細
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調査協力病院一覧（敬称略 順序不同）
渡島（いなふね動物病院、かけはた動物病院、八雲動物
病院）胆振（ウトナイの森動物病院、ピノ動物病院）後
志（瀬戸動物病院、ぜにばこ動物病院、花輪動物病院）
石狩（さくら並木動物病院、ガイア動物病院、野幌南ど
うぶつ病院、アニマルランド北島動物病院、あおい動物
病院、K-アニマルクリニック、北野動物病院、玉井動
物病院、はらだ動物病院、札幌緑が丘動物病院、おおい
動物病院、グリンピア動物病院 菜の花どうぶつ病院、
はんだ動物病院、すぎうらペットクリニック、MAUペッ
トクリニック、あいの里動物病院、えのもと動物病院、
ハヤシ犬猫病院、はら動物病院、はるにれ動物病院、さっ
ぽろ元町動物病院、札幌夜間動物病院、うすだ動物病院、

髙橋動物病院、明日風ペットクリニック、piccolo動物
病院、北光犬猫病院、石山通動物病院、ノア動物病院、
ノースアニマルクリニック、まえたに動物病院、上野幌
ペットクリニック、川沿小動物医院、こがね動物病院、
清田動物病院）日高（うらかわペットクリニック、新ひ
だか動物病院）空知（なんぽろ動物病院、吉岡どうぶつ
病院、日の出どうぶつ病院）上川（なごみ動物クリニッ
ク）宗谷（TMC ANIMAL CLINIC）十勝（おおいけ動
物病院、にれの木動物病院、むろや動物病院）釧路（み
どりがおか動物病院、あわづ犬猫専門病院）根室（アル
ファ犬猫病院）オホーツク（もんべつ動物病院、ノルド
動物病院、若葉動物病院、たんの動物病院、アース動物
病院）
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